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１７・１８日、大館市長根山運動公園陸上競技

場で行われた全日本中学校通信陸上競技大会秋田

県大会についての報告です。

陸上競技

○主将 〇〇〇〇

私たちは７月１７日･１８日

の２日間、通信陸上に出場し

ました。

とても暑い中での大会でし

たが、全員がいい記録を出すことができたと思

います。大きい声での応援はできませんでした

が、拍手などで一人一人の応援をすることがで

きました。家族の方や先生方の応援や支えなど

があったからこその結果だと思います。また、

今回の大会で改善点などが見つかったと思うの

で、これからの練習で改善していき、次の大会

で自分の納得のいく記録を出せるように頑張り

たいと思います。

３年生は今回の大会で公式戦は最後になって

しまったけれど、記録会に向けて、後輩のサポ

ートをしつつ、練習に励みたいと思います。

１・２年生は今のよい環境でできているのは

大人の方の支えがあることをしっかり考え、感

謝の気持ちをもって練習していってもらいたい

です。３年間いい経験をさせてもらいました。

応援、ありがとうございました。

１７日（土）、湯沢文化会館で開催された吹奏楽

コンクール県南地区大会についての報告です。

○吹奏楽部 部長 〇〇〇〇〇

私達吹奏楽部は７月１７日に行われ県南吹奏

楽コンクールに出場しました。残念ながら結果

は銀賞に終わってしまいました。ですが、コロ

ナ禍の状況でも、ここまで頑張れたのは応援し

て下さった地域の方々や生徒の皆さん､そしてい

つも支えて下さった家族や先生方のおかげです。

今回のコンクールでは、時間の使い他、行動

の素早さ、そして演奏の技術、と、たく

さんの課題を改めて発見しました。特に

時間の使い方に関しては、今までの日常

生活や部活動内での時間の使い方が大き

く影響しました。

普通であればここで３年生は引退しますが、

吹奏楽コンクール県南地区大会

通信陸上 幸いにも私達には次の大会が、まだ残っていま

す。次の大会まで、今回見つけた課題を克服し、

全て準備万全の状態で演奏ができるように頑張

っていきます。応援、よろしくお願いします。

※次の大会：９月１９（日）マーチング美郷大会

２０日（火）午前、児

童生徒支援加配校訪問が

あり、南教育事務所生徒

指導担当の方が本校を訪

れました。

最初に、学校の経営に

ついて説明した後、２・ 【授業参観の様子】

３時間目に各クラスの授業を参観していただき、

４時間目の研修会後、本校の取組に対する指導・

助言をいただきました。

生徒の学習に向かう姿勢や校内環境等の様子か

ら、長年、本校で実践され、積み重ねられてきた

取組のよさについて、たくさんのお褒めの言葉を

いただき、これからも、全職員で、よりよい学校

づくりに取り組んでいこうという決意を新たにし

たところです。

下の写真は、全県総体卓球大会での本校生徒の

ガッツポーズです。

ガッツポーズは、まねをすれば誰でもできます

が、このガッツポーズは、そんな軽いものではあ

りません。今まで何年間も積み重ねてきた基礎ト

レーニングの成果を土台に、練習や練習試合を通

して何度も何度も繰り返し、ようやく身に付けた

技が、大会の大事な場面で発揮できた時の「やっ

たー！！」という心の声の現れだと思っています。

苦労した人、がんばった人だからこそ味わえる、「真

のガッツポーズ！」だと思います。

皆さんも、このような素晴らしいガッツポーズ

がでるよう、勉強・吹奏楽・スポーツなど､様々な

分野でがんばりましょう！

苦労した人、がん

ばった人だけが味

わえる真のガッツ

ポーズを体験しま

しょう！３年生は

３月１６日に、こ

のようなガッツポ

ーズを、みんなで

だしたいですね！

児童生徒支援加配校訪問訪問

真のガッツポーズ！


